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昼

方

だ

の

2

た

福祉コーナー

健康コーナー
山
口
地
域
福
祉
健
康
の
集
い
を
開
催

地
区
内
の
団
体
で
組
織
し
た
実
行
委
員
会
が
主

催
し
、
福
祉
健
康
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

発
案
か
ら
実
行
委
員
会
の
立
ち
上
げ
、
広
報
ま

で
す
べ
て
住
民
力
が
発
揮
さ
れ
、
多
く
の
参
加
者

を
得
た
す
ば
ら
し
い
集
い
と
な
り
ま
し
た
。
来
賓

と
し
て
招
か
れ
た
樋
田
中
津
川
市
社
会
福
祉
協
議

会
長
、
午
後
か
ら
予
定
さ
れ
た
講
演
会
の
講
師
で

あ
る
高
山
坂
下
病
院
長
も
参
加
さ
れ
た
開
会
で
は
、

楯
政
彰
実
行
委
員
長
の
「
皆
で
仲
良
く
暮
ら
せ
る

地
域
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
の
挨
拶
の
後
、
用
意
さ

れ
た
9
つ
の
く
す
球
が
見
事
割
れ
、
風
船
や
、
紙

吹
雪
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

（
写
真
の
他
に
生
活
の
安
心
安
全
コ
ー
ナ
ー
・

昼
食
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。
）

食は、ボランティアの

達が前の日から仕込ん

美味しいカレーライス

無料サービスでした。

50 食分が完食されまし

。

児童コーナー



3

月

7

日

（
日
）
に
馬
籠

自
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
で

中
津
川
市
北

部
と
山
口
地

区
の
民
生
児

童
委
員
・
主
任

児
童
委
員
合

同
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま

し
た
。

研
修
会
で
は
「
振
り
込
め
詐
欺
防
止
等
消
費
生

活
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
中
津
川
市
か
ら
杉
浦
消

費
生
活
相
談
室
長
と
、
生
活
安
全
課
の
土
屋
さ
ん

の
講
話
を
始
め
、
「
社
会
福
祉
協
議
会
と
民
生
児

童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
と
の
連
携
実
例
報
告
」

と
題
し
て
山
口
地
区
の
実
践
を
大
脇
康
雄
会
長
、

可
知
津
田
子
主
任
児
童
委
員
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。市

内
各
地
か
ら
参
加
さ
れ
た
74
名
の
皆
さ
ん

は
、
真
剣
な
面
持
ち
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

昼
食
に
は
地
元
委
員
手
作
り
に
よ
る
温
か
い

豚
汁
の
も
て
な
し
も
あ
り
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
馬
籠
宿
の
散
策
、
藤
村
記
念
館

水
力
発
電
の
見
学
を
し
、
研
修
を
終
え
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
講
話
・
発
表
は
も
と

よ
り
市
を
代
表
す
る
観
光
地
を
訪
れ
て
い
た
だ

き
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
た
よ

う
で
す
。

今
回
は
、
山
口
、
坂
下
、
川
上
の
三
地
区
が
当

番
で
の
開
催
で
し
た
が
、
地
元
開
催
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
山
口
地
区
の
民
生
児
童
委
員
・
主
任
児

童
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
前
日
か
ら
の
準
備
等
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

区
長
会
、
地
域
審
議
会
、
地
域
づ
く
り
推
進
協

議
会
の
関
係
者
が
、
神
坂
と
阿
木
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

者
用
住
宅
に
つ
い
て
現
地
で
研
修
を
行
い
ま
し

た
。3

月
10
日
、「
ヒ
ル
ズ
阿
木
」
の
愛
称
が
つ
け

ら
れ
た
阿
木
団
地
を
見
学
し
ま
し
た
。
14
日
か
ら

入
居
が
始
ま
る
と
い
う
真
新
し
い
2
Ｌ
Ｄ
Ｋ
は
、

オ
ー
ル
電
化
、
太
陽
光
発
電
、
プ
チ
ガ
ー
デ
ン
を

備
え
、
間
仕
切
り
や
収
納
ス
ペ
ー
ス
が
工
夫
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
8
戸
の
募
集
に
対
し
て
７
戸
の
入

居
が
決
ま
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
事
前

の
宣
伝
方
法
や
募
集
に
対
す
る
区
長
会
の
関
わ

り
な
ど
に
つ
い
て
も
参
考
に
な
る
お
話
を
聴
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

2
月
15
日
に
は
神
坂
コ
ミ
セ
ン
で
区
長
会
長

さ
ん
と
地
元
味
噌
野
区
の
区
長
さ
ん
の
お
話
を

や
ま
ぐ
ち
幼
稚
園
跡

地
へ
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
用
住
宅
の
建
設
が
決
ま
り
、

設
計
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
23
年
4
月
の
入
居

に
向
け
て
の
募
集
活
動
も
始
ま
り
ま
す
が
、
積
極

的
か
つ
地
道
な
Ｐ
Ｒ
や
新
た
な
住
民
と
な
る
皆

さ
ん
へ
の
説
明
な
ど
の
大
切
さ
を
改
め
て
痛
感

し
ま
し
た
。

『
緑
の
募
金
』

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

地
域
の
植
樹
な
ど
の
環
境
整
備
や

緑
化
推
進
に
使
わ
れ
る
「
緑
の
募
金
」
を
、
今
年

も
4
月
か
ら
5
月
末
ま
で
の
期
間
で
行
い
ま
す
。

町
内
会
か
ら
、
各
ご
家
庭
へ
募
金
の
お
願
い
や

街
頭
啓
発
に
よ
る
「
緑
の
募
金
」
を
実
施
し
ま
す
。

募
金
活
動
を
通
し
て
、
緑
化
運
動
へ
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
・主
任
児
童
委
員

合
同
研
修
会
を
馬
籠
で
！

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
用
住
宅
視
察
研
修

伺
い
ま
し
た
。
入
居

後
す
で
に
一
年
を
経

過
し
て
い
る
味
噌
野

団
地
に
つ
い
て
は
、

入
居
者
と
地
元
と
の

融
合
に
心
を
砕
か
れ

て
い
る
ご
苦
労
話
が

印
象
的
で
し
た
。

山
口
地
区
で
も
旧

熱心に内装のチェックを・・



「旅
立
ち
の
時
」

二
つ
の
卒
業
式

三
月
九
日
（
火
）
、
市
内
一
斉
に
中
学
校
の

卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
小
雨
の
降
る
肌
寒
い
卒
業
式
で
し
た

が
一
人
一
人
の
表
情
は
、
晴
れ
や
か
で
希
望
に
み

ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
「
身
体
も
心
も
大
き
く

な
っ
て
、
夢
に
向
か
っ
て
進
ん
で
ほ
し
い
と
」
思

い
ま
す
。

ホ
タ
ル
の
放
流

馬
籠
の
ホ
タ
ル
と
メ
ダ
カ
を
育
て
る
会
の
会

員
が
大
切
に
飼
育
し
て
き
た
ホ
タ
ル
の
幼
虫
を

放
流
す
る
時
期
が
来
ま
し
た
。

恒
例
の
神
坂
幼
稚
園
の
園
児
に
よ
る
放
流
が

さ
れ
ま
し
た
。
蜂
谷
保
（
町
二
）
さ
ん
か
ら
ホ
タ

ル
の
幼
虫
が
カ
ワ
ニ
ナ
を
食
べ
る
こ
と
や
カ
ワ

ニ
ナ
が
キ
ャ
ベ
ツ
を
食
べ
て
育
つ
こ
と
な
ど
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

会
員
か
ら
配
ら
れ
た
幼
虫
や
カ
ワ
ニ
ナ
を
「
大

き
く
な
あ
れ
」
と
放
流
す
る
園
児
達
は
、
目
が
キ

ラ
キ
ラ
輝
や
い
て
い
ま
し
た
。

夏
が
楽
し
み
で
す
。

退
任
の
ご
挨
拶

前
山
口
総
合
事
務
所
長

張
山
あ
け
美

こ
の
一
年
、
十
名
の
事
務
所
職
員
が
一
丸
と
な

っ
て
『
笑
顔
で
迅
速
、
丁
寧
に
』
を
モ
ッ
ト
ー
に

『
チ
ー
ム
力
』
で
山
口
地
区
（
山
口
地
域
・
馬
籠

地
域
）
の
市
民
の
み
な
さ
ま
の
た
め
に
一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

事
業
を
す
す
め
る
中
で
、
こ
の
地
区
の
課
題
は

「
少
子
・
高
齢
化
対
策
」・「
移
住
定
住
策
」・「
農

地
活
性
化
策
」・「
農
業
振
興
策
」・「
観
光
振
興
策
」

「
道
路
な
ど
基
盤
整
備
」
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

三
月
末
を
も
っ
て
山
口
総
合
事
務
所
を
去
り

ま
し
た
が
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
『
ふ
る
さ
と
』

を
大
切
に
す
る
『
地
域
づ
く
り
力
』
は
着
実
に

根
を
張
っ
て
き
て
い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
こ
の
『
力
』
と
事
務
所
が
協
働
し
、

こ
れ
ら
の
課
題
に
立
ち
向
か
い
『
誇
れ
る
ふ
る
さ

と
』
を
実
現
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
退
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
年

間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
山
口
公
民
館
長
（
心
の
旅
路
館
長
兼
務
）

水
野
克
司
さ
ん
（
落
合
）
』
が
職
を
辞
さ
れ
ま
し

た
。一

年
と
い
う
短
期
間
で
し
た
が
、
地
域
特
性
を

活
か
し
た
講
座
の
企
画
や
児
童
図
書
の
充
実
、

「
心
の
旅
路
館
」
の
企
画
展
な
ど
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大きく大きくな～れ

神坂中学校卒業生９名

のうち馬籠地域在住者

は、５名でした。→

←坂下中学校卒業

生 64 名のうち山口

地 域 在 住 者 は 、

16 名でした。



狂狂
犬犬
病病
予予
防防
注注
射射
をを
行行
いい
まま
しし
ょょ
うう

狂
犬
病
予
防
注
射
を
4
月
上
旬
に
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、

狂
犬
病
予
防
注
射

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
登
録
済
の
犬
に
つ

い
て
は
、
3
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
市
役
所
健
康
医

療
課
か
ら
送
付
し
ま
す
案
内
ハ
ガ
キ
を
お
持
ち

に
な
り
注
射
を
受
け
て
下
さ
い
。
ハ
ガ
キ
を
紛
失

さ
れ
た
方
、
届
か
な
か
っ
た
方
も
直
接
会
場
へ
お

越
し
下
さ
い
。

ま
た
、
未
登
録
の
犬
は
、
当
日
予
防
注
射
の
他

に
新
規
登
録
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

登
録
済
犬
の
死
亡
や
所
在
地
変
更
な
ど
、
登
録

内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
届
け
出
が
必
要

で
す
の
で
、
山
口
総
合
事
務
所
地
域
福
祉
課
又
は

市
役
所
健
康
医
療
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
動
物
病
院
で
も
予
防
注
射
が
で
き
ま
す

の
で
、
ハ
ガ
キ
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
下
さ
い
。

◆

料
金
及
び
手
数
料

注
射
料
金

二
、
五
二
〇
円

注
射
済
票
交
付
手
数
料

五
五
〇
円

合
計

三
、
〇
七
〇
円

新
規
登
録
の
場
合

プ
ラ
ス
三
、
〇
〇
〇
円

※

釣
銭
の
要
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
推
進
市
民
会

議
山
口
支
部
主
催
に
よ
る
「
山
口
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
今
年
も

『
中
津
工
業
高
校
吹
奏
楽
部
』
を
招

き
、
や
さ
か
（
山
口
・
坂
下
・
川
上
）

地
区
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
山
口

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
や
さ
か
地
区
公
民
館
主
催

に
よ
る
「
や
さ
か
親
子
劇
場
」
が
坂

下
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
あ
お
む

し
く
ん
』
に
よ
る
手
遊
び
や
触
れ
合

い
遊
び
の
後
、
恵
那
市
武
並
の
『
へ

た
う
ま
劇
団
☆
は
な
の
木
』
に
よ

る
「
お
し
い
れ
の
ぼ
う
け
ん
」
を

観
劇
し
ま
し
た
。

生
の
音
楽
を
聞
い
た
り
、
芝
居
を

見
た
り
す
る
こ
と
は
、
心
を
動
か
し

ま
す
ね
。

13：30～13：40 荒町生活改善センター

13：55～14：10 馬籠自然休養村センター

14：20～14：30 峠農業研修センター
４/６（火）

14：45～14：55 12 区生活改善センター

9：15～ 9：30 消防第２分団詰所（山口）

9：40～10：00 山口公民館

10：10～10：30 消防第１分団詰所（山口）
４/７（水）

10：40～10：50 第１町内会土屋さん宅前

大
人
と
子
ど
も
★
一
緒
に
楽
し
め
ま
し
た

子どもと大人が一緒に活動している

劇団でした。ほのぼのとしました。


